










地域新生児医療の向上を願って,東京都では東京都衛生局・東京都医師会・東京消防庁とわ

れわれ新生児担当医の集まりである東京都新生児救急医療協議会との合意と協力のもとに

,昭和53年10月15日から新生児救急医療システムを作り,輪番制休日救急を主体とする事

業を開始し 1年余を経たが,その結果問題点として挙げられた項目の 1つに区部に対する「

市部・郡部」(いわゆる三多摩地区)の地域化を如何にするかという課題がある｡そこでこの

たび,改めてこの地域にある新生児医療施設の内容と今後の見通しなどについて調査し検

討を加えたので報告する。 


